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   群馬県病院薬剤師会
                                              会　　　長　山本康次郎
                                            学術委員長　高橋  京子
群馬県病院薬剤師会第1回学術大会

一般演題（口頭、ポスター）募集のご案内

謹啓　新涼の候、会員の皆様には益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

  この度、『群馬県病院薬剤師会第１回学術大会』を下記の要領にて開催する運びとなり、一般演題（口頭、ポスター）の募集をいたします。演題発表者は添付の演題発表申込票に必要事項を記入し、Eメール（tomihpph@xp.wind.jp）或いはFAX（0274-63-4654）にて学術委員会までお申し込みください。申し込まれた施設には、EメールまたはFAXにて演題受付済みの連絡をいたしますのでご確認ください。昨年度までは口頭発表のみでしたが、今年度はポスターも募集しますので、ふるってご応募ください。

　なお、例年通り講演要旨集を作成しますので、別紙要領にて講演要旨原稿を作成してお送りください。講演要旨集は学術大会当日に配布いたします。

謹白

記

１．日   程：　　平成27年3月1日（日）

２．会   場：   ａ．口頭発表　群馬大学医学部臨床大講堂

　           　ｂ．ポスター示説  　 〃　 　　 アメニティー講義室

３．発表時間：  ａ．口頭発表（発表8分、質疑4分）

　           　ｂ．ポスター示説時間（30分）　

4． 応募期間：　平成26年11月 7日（金）～12月　5日（金）　　　　　

5． 要旨締切：　平成27年　1月１５日（木）

	群馬県病院薬剤師会第１回学術大会

一般演題（口頭、ポスター）申込用紙


送付先：公立富岡総合病院　薬剤部内

       群馬県病院薬剤師会学術委員会

       E-mail:tomihpph@xp.wind.jp

　　応募期間：平成26年11月 7日（金）～ 12月　5日（金）必着

	施設名称：
	

	演題名：
	

	筆頭演者：
	（ふりがな）



	共同演者：
	

	　　 
	

	演者所属：
	

	
	

	発表方法：
	（希望番号に○印）　　１．口頭発表　　　２．ポスター示説　  ３．どちらでも可

	施設名称：
	

	演題名：
	

	筆頭演者：
	（ふりがな）



	共同演者：
	

	　　 
	

	演者所属：
	

	
	

	発表方法：
	（希望番号に○印）　　１．口頭発表　　　２．ポスター示説　  ３．どちらでも可

	　紙面不足の場合はページを追加してください。　

　学術委員会で発表形式の変更をお願いする場合もありますので、ご了承ください。

　　　　　　　　　

　ポスター示説（質疑応答）時間を設けますので、ポスター発表の演者はポスターの　　　　　　　　前で説明できるように待機してください。ポスターのサイズ等につきましては別紙をご　　　　　　　　覧ください。


　　　　　　　　　　　　　　　　ポスター発表者へのご案内
●ポスター受付は臨床大講堂で行ってください。

●発表者の方には、受付時に演題番号をお知らせいたします。

●受付後、ポスター会場（アメニティーモール２階アメニティー講義室）に移動し、該当する演題番号のパネルにポスターを貼付してください。演題番号の右（横65ｃｍ×縦20ｃｍ）に、演題名・所属施設名・所属部署・演者名（含む共同演者、発表者に○印）を記載したものを貼ってください。発表内容は、パネル下部のポスター掲示場所（横85ｃｍ×縦155ｃｍ）に貼付してください。なお、貼付に際しては、会場に用意してある押しピンをご利用ください。

●ポスターの貼付、示説、撤去時間につきましては後日連絡いたします。

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	
	
	

	20ｃｍ
	65ｃｍ
	
	

	ポスター

演題番号
	演題名・所属施設名・所属部署・

演者名（発表者に○印）
	
	20ｃｍ

	　　　　　　　　　　　　　　　　　ポスター掲示場所

　　　　　　　　　　　　　 　（85ｃｍ×155ｃｍ）


	
	155ｃｍ


　　　　

ＦＡＸ送信状



：　  平成　　　年　　　月　　　日



発信枚数：　本紙を含め　　　枚送信

公立富岡総合病院　薬剤部内

群馬県病院薬剤師会
学術委員会　御中

ＦＡＸ番号　０２７４－６３－４６５４　　（担当　高橋　京子）









　　
第1回学術大会　演題発表申込票
応募期間：平成26年11月 7日（金）～１2月 5日（金）必着

　演　題　１：






　　　　　　 
　発表者氏名：



　


　　　　　　 
（演者に○印・ふりがな）
　所　　　属：






　　　　　　 

　

　発表方法：希望番号に○印　　１．口頭発表　　　２．ポスター示説　  ３．どちらでも可 　
　演　題　２：



 

   
　　　 　　   
　発表者氏名：

                                                   
（演者に○印・ふりがな）
　所　　　属：






　　　  　　　 
　発表方法：希望番号に○印　　１．口頭発表　　　２．ポスター示説　  ３．どちらでも可   

  ●学術委員会で発表形式の変更をお願いする場合もありますので、ご了承ください。

第１回学術大会

講演要旨原稿作成要領

（1） 講演要旨原稿は、口頭発表・ポスター示説共に１演題について１ページとな

ります。

（２）用紙のサイズはＡ４とし、字数は８００字程度としてください。

（3） 連名の場合は発表者の前に○印をつけて下さい。なお、連名で所属が異な

　　 る場合は、下記のように所属と氏名の右肩に数字を付けて所属がわかるよう

　　 にしてください。

　　＜例＞　○東北一郎1、南北次郎1、東南太郎2、西北花子2
　　　　　　　　　東西病院・薬剤部1、同・内科2
（4） 本文は【目的】、【方法】、【結果】、【考察】などの項目に分けて記載すること

　　 を原則としますが、内容によってはこの限りではありません。図表の挿入は　

　  自由ですが、その際は見えにくくならないように、細い線や小さな文字を避

    けるなどの配慮をしてください。

（５）要旨原稿作成例を添付しましたので、参考にしてください。

（６）原稿はメールに添付して送付してください。

　　　◆原稿締切は、平成27年1月15日（木）必着です。

　　　◆送付先　　E-mail:tomihpph@xp.wind.jp

　　　　　　　　　　　公立富岡総合病院 薬剤部

　　　　　　　　　　　高橋 京子　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　

要旨原稿作成例

院外処方における後発医薬品への変更の動向調査

○東北一郎1、南北次郎1、東南太郎2、西北花子2
東西病院・薬剤部1、同・内科2
【目的】

　平成 XX 年 4 月の診療報酬・調剤報酬改定にあたり、処方せん様式の変更など後発医薬品の使用をさらに押し進めるための方策がとられ、後発医薬品の使用は今後ますます拡大するものと予想される。後発医薬品使用推進のための問題点の洗い出しとして、また今後、同様の調査を行った際の対象となるデータを得るために、院外処方箋における後発医薬品への切り替え動向を調査した。

【方法】

　院外の薬局は後発医薬品に変更して調剤した場合、変更内容を当薬剤部へ FAX で連絡することになっている。ここから、患者の年齢、性別、診療科、処方年月日、処方医薬品名、処方医薬品の薬効分類、変更後の後発医薬品名、薬価差額を記録し、データベース化した。これらのデータから、男女別、年齢別、診療科別、医薬品別、薬価差を比較・調査した。調査期間は平成 XX 年 4 月から 11 月までとした。

【結果】

　後発医薬品への変更連絡があった患者について、男女別の割合はほぼ半数ずつで差がなかった。年代別では 50 歳代、60 歳代が多く、全体の 56% を占めた。診療科別の割合では、第一内科、第二内科、第三内科の合計で全診療科の 48% を占めたのに対し、第一外科、第二外科の合計では 6.4% であった。また、精神科は 24% であった。薬品別でみた薬価差では 1000 円未満が最も多く、全体の 46% であった。

【考察】

　本調査により、現時点における後発医薬品への切り替え動向を把握することができた。調査結果より、患者の負担額はイメージほど安くはならない、外科系診療科からの処方では後発医薬品への切り替えが極端に少ないなどの問題点が明らかになった。このような問題点に対し薬剤師がアプローチすることで後発品使用の推進に繋がる可能性があると考えられる。

